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パイプオルガンの再設置に市費の投入を求める発議案を提出
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１０月から始まる習志野文化ホールのパイプオルガン再設置の可否を問うクラウドファン
ディングが開始されます。

私は従前よりクラウドファンディングを実施に際し、市民に判断を委ねるのではなく、市が
再設置の有無を判断し、必要だと考えるのであれば市民を始めとする皆さんに浄財をい
ただき再設置をするべきだと主張をしてきました。

市のこれまでの答弁では、文化ホール関係者の間でも再設置に対しての意見は二分して
いるとの事でした。
しかしながら、関係者ヒアリング及びパブリックコメントでの内訳を確認すると、
３８団体、４２名に対して、パイプオルガンが必要という意見は２２件、不要が９件。
パブリックコメントでは、必要が２１件、不要が３件。
これでは、意見が二分しているとは言えません。

また、市はクラウドファンディングの方式を寄附額が集まらなければ全額返金をすｒオール
・オア・ナッシング方式を採用しております。

この方式では、いただいた寄附を返金することになり、思いを持って寄附をしていただい
た方々の意志を反映することが出来ません。

経済的理由によって寄附が出来ない方、音楽に親しんでいる児童生徒は寄附が出来な
いという事も鑑みれば、いただいた寄附をありがたく活用し、不足分に対しては市費を投
入して再設置をするべきであると考え、今回の意見書の発議に至りました。

賛成多数により可決をいただきましたが、発議案には法的拘束力はありません。

しかしながら、市民の代表である市議会の可決は重いものがあると考えますが、今回市
は方針の変更をしていただけませんでした。

私の力不足を痛感しているところでありますが、音楽のまち習志野の象徴として、パイプ
オルガンの再設置は必須です。

多くの方に再設置に向けたクラウドファンディングに参加をしていただけるように発信を続
けて参ります。



習志野市は平成２５年４月に、「習志野市からだ・心・歯の健康づくりを推進し、地域社会全体で個人の健康を支え
守るための社会環境の整備に取り組むまちづくり条例」、通称「健康なまちづくり条例」を施行しております。
他の自治体でも同様の条例を施行しておりますが、歯の健康づくりを条例に明記している市は珍しいです。

この条例でも、歯及び口腔の健康づくりの推進を図るため、生涯にわたるむし歯、歯周疾患等の予防並びに口腔
機能の維持及び向上のために必要な事業並びに知識の普及、啓発に関する施策を実施することと規定しておりま
す。

具体的な取り組みとしては、乳幼児期から学齢期までは、健康相談、健康教育、歯科健診等を実施しており、成人
及び高齢期には歯科健診の他、口腔機能向上のための健康相談、お口の安心健康チェック等を実施しています。
また小中学生に対して、永久歯のむし歯予防のためのフッ化物洗口事業を実施しております。
しかしながら、他市に比べ圧倒的に受診率が低く、その要因としては対象者に対する個別通知があげられます。

習志野市では未受診者に対し、はがきによる受診勧奨を実施してまいりますが、今後全対象者への個別通知を実
施していくべきだと考えます。

個別通知をした場合の効果は上記の表を見ても明らかとなっており、習志野市の制度として８０歳までの健診を実
施している以上、更に受診率の向上を図っていくべきです。

誰もがいつまでも活躍できる社会を目指すため、自立的都市経営の推進の一助として、歯科健診の受診率向上は
必須です。今後も個別通知の導入を目指し、引き続き活動してまいります。
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